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　1346 から 1369 年にかけ宇喜多秀家により現地に築
城され、その後小早川氏、池田氏により整備、拡張が行
われた。天守は三層六階建ての複合式望楼型で、黒漆
塗の下見板張りの外観から別名「烏城（うじょう）」と
も呼ばれる。天守は 1945 年６月の岡山空襲で焼失し
たが 1966 年に鉄筋コンクリートにて再建され、2022
年 11 月３日に令和の大改修を終えリニューアルオープ
ンし、岡山市出身の歴史学者・磯田道史氏による監修
で場内の展示も一新された。
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新年のご挨拶

　新年を迎えるに当たり、組合員皆様に謹んで年頭の
ご挨拶を申し上げます。
　まずは旧年中は大変お世話になりました。相変わら
ず世の中がどんどん変わって行く中で、すべての変化
を前向きに捉え、印刷業界も変革すべき時が来たのだ
と思わざる負えません。これらの変化を「新型コロナ
禍で変わった」と言われる方も少なからずおられるか
と思います。しかしこの変化は将来起こり得る変化で
あって、単に加速度的に前倒しでやって来ただけと考
えた方が自然な気がします。
　さて私事ですが昨年の後半は徐々に県外への出張回
数も増やしていきました。全印工連の理事会や総会、
９月には名古屋で開催されました全印工連フォーラム
にも出向いて参りました。オンライン疲れもあっての
事ですが、やはり出来るだけ直接お会いして情報交換
を行ったり、他地域の近況など情報収集すると共に、
その場の雰囲気や他の方々の反応等を直接感じること
が出来るので充実感を感じることが出来ました。オン
ラインで便利になったと言われる方のご意見を耳にす
る事もありますが「それはそれ」、「これはこれ」です。
オンラインとリアルはそれぞれ良いところ、そうでな
いところがあると思います。
　全印工連では昨年、MIS 導入から DX-PLAT の試験

導入を実施。今年はその普及と活用の本格化を推し進
めると聞いております。岡山県印刷工業組合としては
今期「働き方関連法の改正に対する対応法の普及や個
別訪問」印刷業界 DX 推進に向けた取り組みとして「DX
の普及、講演会・研修会の開催」教育研修事業として「印
刷営業講座の開催」「官公需対策」「全印工連各種共済
制度の普及」「岡山県印刷関連産業協議会との連携強化」
を事業の主体として行って参ったつもりです。新型コ
ロナ第８波らしきものの影響もあり思う様に実施でき
ていない事もございますが、残り僅かとなりました今
年度内に出来る限りの事を実施し次年度に繋げて参り
ます。
　今年も種々の取り組み、また中止となっていた親睦
事業や会合も出来る限りリアル開催をしたいと思って
おります。
　組合員皆様のご協力の元、今年も頑張って参ります
ので、引き続き本年もご支援、ご協力の程よろしくお
願いいたします。

岡山県印刷工業組合

理 事 長

大 塚 泰 文
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新年のご挨拶

全日本印刷工業組合連合会

会　　長

滝 澤 光 正

　明けましておめでとうございます。
　旧年中は当連合会に格別のご支援、ご協力を賜り厚
く御礼申し上げますとともに、本年も一層のご指導を
賜りますようお願い申し上げます。
　昨年９月に名古屋にて開催いたしました「全印工連
フォーラム」には、全国から 300 名を超える方々にお
集まりいただき、全印工連事業をより一層ご理解いた
だくとともに全印工連の団結と協調、さらには将来の
業界発展に向けての課題や方向性を再確認することが
出来ました。これも偏に全国の印刷工業組合の役員、
組合員、関連業界の皆様のご理解とご協力の賜物と深
く感謝申し上げます。
　さて、昨年も新型コロナウイルスから解放されるこ
とはなく、ウクライナ情勢及び円安による原油や電気
などのエネルギー価格の高騰、また、印刷用紙をはじ
めとする印刷主要諸資材の相次ぐ値上げと様々な価格
高騰に翻弄された年でした。新型コロナに関しては、
感染者数に変動はあるものの共生が進み、ウィズコロ
ナが浸透してきたことを感じさせる年でもありました。
　このような状況の中、私たち全印工連では、未来に
向けての永続的な発展という大きな目標に向かって果
敢なチャレンジに挑んでいるところです。新時代にふ
さわしい産業へと変貌するためには「令和の構造改善」

を達成することが必要です。その一つの方策として、
これまで着々と準備を進めてきた「DX-PLAT」の本格
運用を昨年 10 月より開始しました。この「DX-PLAT」
を活用することで、生産設備の稼働率向上と最適化、高
度な品質や仕様、納期などを求められる仕事のコスト
低減、受注業務や生産管理業務の合理化、そして、そ
こから新たな価値創出を実現し、さらには、蓄積され
たデータを分析・活用することで事業領域の拡大と今
以上にサプライチェーンの中で必要不可欠とされるた
めの地位の確立と強化を目指してまいります。
　また、グリーン購入法における再生紙の取扱いの改
善活動、官公需における最低制限価格制度の導入推進
や知的財産権保護など、私たち印刷産業の共通課題解
決に向け引き続き全力を傾注する所存です。
　全印工連は、本年も引き続き、ブランドスローガン
である「Happy Industry 人々の暮らしを彩り幸せを創
る印刷産業」へと繋がる各種事業に取り組み、組合員
各位とともに印刷産業の発展にむけ一層精進してまい
ります。
　2023 年が皆様にとって明るく希望に満ち溢れた素
晴らしい一年となりますよう心から祈念いたしまして、
年頭のご挨拶といたします。
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　令和４年度「第３回理事・監事会」開催
■令和４年 11 月 30 日（水）　■ アークホテル岡山

　令和４年度「第３回理事・監事会」が 11 月 30 日（水）にアークホテル岡山で開催された。
　当日の出席者は理事 14 名、監事１名、委任状による出席者は６名で午後３時から行われた。
　大塚泰文理事長の開会挨拶に続き、議案審議が行われた。
　今回の理事会の議案は、令和４年度上半期の事業報告が中心で特に「働き方改革推進事業」について実施された事
業内容について報告がなされた。
　事業項目としては、（１）個別訪問調査（２）各支部労務管理セミナー

（３）アンケート調査結果などについて説明
また、その他報告事項として
　（１）�「印刷営業技能審査認定試験」結果について
　（２）組合員名簿制作について
　（３）全印工連「組合員台帳」調査票提出結果について
　（４）�印刷機材値上げに関する取組について～官公需対策～
岡山県印刷関連産業協議会の事業計画として
　（１）令和５年「新年互礼会」開催　＊令和５年１月 20 日（金）
　（２）「PRIC フォーラム岡山 2023」開催計画
　　＊ 2023 年 10 月 25 日（水）・26 日（木）＊コンベックス岡山
　尚、詳細計画は協議会役員会で検討することとした。
　以上、報告事項を中心に開催され、午後４時に終了した。

　11 月 29 日（火）午後１時から理事会の前に DX 講演会を開催しました。
　講師は、やまぐち総合研究所の中村伸一氏をお招きして講演を頂きました。
第１部は DX の理解を深めると題して
　（１）DX って何？　　　（２）デジタル化で失敗する理由
　（３）デジタル化も経営ビジョンが必要
第２部は印刷業の DX をオープンイノベーション                  
　（１）オープンイノベーション
　（２）温故承新での市場を創る　
　（３）バーパス経営でデジタルで変革していく
等の内容で１時間 30 分の講演を頂きました。
　この講演会には、DX 推進委員会のメンバーも聴講しました。

〈DX 講演会〉　「印刷業の DX ×オープンイノベーション」



2023 年１月No. 393

5

おおかやまかやまいいんさつんさつつつうしん　うしん　Printing Journal Okayama

■令和４年 10 月 29 日（土）　■ アークホテル岡山

　10 月 29 日（土）、アークホテル岡山で全国青年印刷人協議会（全
青協）中国ブロック協議会が開催されました。全国９ブロック中、
中国ブロックは５番目の開催となりました。
　当日は、ご来賓として全国中小企業青年中央会の恵南敏弘会長、
岡山県印刷工業組合から廣野景冶副理事長、主催者側からは全青協
議長の岩村貴成氏、指名副議長の白石陽一氏、中国ブロック担当副
議長の高山陽子氏、そして中国ブロックから広島県５名、山口県２
名、鳥取県２名、島根県２名が参加。 
　岡山県青年部会からは、友野宏史、橋本宗憲、小松義一、岡部憲
一郎、藤原正樹の５名が参加しました。
　今回のテーマは「本業（じく）を変えない儲かリノベーション」と題して収益多様化の研修会でした。
　簡単に言いますと、今現在の各社の事業活動を棚卸すると、まだまだ収益ポイントが発掘できるのではないか？と
言うことです。
　例えば、倉庫料。良かれと思いお客様の納品物を自社に保管し、声が掛かればその都度納品する。当たり前になっ
ているが、本来は有料にしても良いポイントです。
　そういった対価となり得る潜在的な収益源を皆で考えようと言うテーマでした。
　このテーマは、会社の規模、事業内容に関係なく、どの会社でも考えられるので「うちは出来ない」とはならないテー
マでした。
　テーマについては、岩村議長と白石指名副議長により基調講演があり、その後は数名に分かれグループディスカッ
ションで各自の意見を基に進められましたが、潜在的な収益源は結構いろいろ意見が出ました。
　今回のテーマは、今まで当たり前にしていた事を見直す良い機会となりました。
　会議の後は、懇親会で和やかな会話が進み、有意義な時間を過ごせました。

                                                               （友野宏史記）

令和４年度   全国青年印刷人協議会
中国ブロック協議会開催
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労務問題 A
社会保険労務士　穐田　恒雄

& ??Q

月 6 0 時 間 を 超 え る 時 間 外 労 働 の  月 6 0 時 間 を 超 え る 時 間 外 労 働 の  
割 増 賃 金 率 引 上 げ に つ い て割 増 賃 金 率 引 上 げ に つ い て

Q 	� 残業 60 時間超の割増賃金率の引き上げについて教えてください。

A 	� 　2023 年 4 月 1 日から中小企業においても 1 ヵ月について 60 時間を超えて時間外労働を
させた場合は 50％以上の残業代の支給が必要となります。

	� 　大企業では既に実施されていますが、これまで猶予されていました中小企業においても対
象となります。

	 ポイント
	 　① �1 ヵ月の起算日は、賃金計算期間の初日、毎月 1 日、36 協定の期間の初日などにするこ

とが可能です。
	 　② �1 ヵ月 60 時間を超える時間外労働の割増賃金率及び 1 ヵ月の起算日については、労働

基準法に定める「賃金の決定、計算及び支払の方法」に関するものなので、就業規則に
規定する必要があります。

	 　③ �1 ヵ月の起算日からの時間外労働時間数を累計し 60 時間を超えた時点から、50％以上
の率で計算した割増賃金を支払わなければなりません。

	 　④ �1 ヵ月 60 時間の時間外労働の算定には、法定休日（休日勤務割増の対象となる）に行っ
た労働は含まれませんが、それ以外の休日（法定外の休日、所定休日）に行った時間外
労働は含まれます。

	 　⑤�労使協定により、法定割増賃金率の引上げ分の割増賃金の支払に代えて、代替休暇を与
えることも可能です。代替休暇は 1 日または半日のいずれかによって与えることとされ、
時間単位とすることは不可とされます。

	� 　「月 60 時間を超える時間外労働の割増賃金率引上げ」が適用される日までのカウントダウ
ンは既に始まっています。今から繁忙期の時間外対策に取り組まれることをお勧めいたします。
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岡山県印刷関連産業協議会
協議会ニュース News

第１回理事役員会議開催
＊ 11 月１日（火）18：00 ～   ＊アークホテル岡山
第１回協議会理事役員会が開催されました。
出席者は以下の方々でした。（敬称略） 
　岡山県印刷工業組合：大塚泰文、味野浩一、藤原　守
　岡山県製本工業組合：安田　透、大橋正禎、太田　守、津本　周
　ジャグラ岡山県支部：土師健嗣、見垣和男
　会議は、大塚会長の挨拶の後、事務局から議案説明があり始まりました。
　議題としては、議案書の計画の中（１）令和５年「新年互礼会」（２）「PRIC フォーラム岡山 2023」計画などにつ
いて審議されました。
　また、年２回のゴルフ大会、１月開催のボウリング大会も決定しました。

「第 33 回親睦ゴルフ大会」開催
＊開 催 日：10 月 29 日（土）
＊開催場所：東児が丘マリンヒルズゴルフクラブ
　秋晴れの清々しいゴルフ日よりに、28 名の参加を頂き楽し
い１日を過ごしました。
　上位入賞者は以下の通りです。
　優勝　西尾源治郎（西尾総合印刷）
　２位　山野陸治（コーセイカン）
　３位　山本　正（協同精版印刷）
　４位　稲岡　努（高田洋紙店）
　５位　石井彰一（DIC グラフィックス）

〈事務局だより〉
　中国地区５県の組合事務局担当者を対象にした「事務局研
修会」が広島で開催されました。
開催期日：11 月 11 日（金）
開催場所：グランドプリンスホテル広島
　　　　　広島市南区元宇品町 23－１
参 加 者：各県事務局担当者
　　　　　岡山県工組から栗平事務局長、仙田事務員参加
内　　容：各県工組の事業についての情報交換
　　　　　年２回の地区協議会運営について
＊各県工組ともコロナ禍での厳しい状況を話し合いました。

〈訃報〉
　協同精版印刷株式会社  取締役会長  大塚富雄氏（92 歳）は、12 月 14 日に逝去されました。
　大塚富雄氏は、平成 12 年度から平成 17 年度３期に亘り理事長として組合の発展に貢献されました。謹んでご冥福
をお祈り致します。
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岡山県洋紙商連合会
岡 山 紙 商 事㈱
 岡山市北区富田 53-1 TEL.225-5151

㈱高 田 紙 店
 津山市東新町 25 TEL.（0868）23-2154

㈱高 田 洋 紙 店
 岡山市南区米倉 72-3 TEL.244-1234

㈱ペーパーックス岡山
 岡山市北区大内田 715-2 TEL.292-5131

㈱丸 加
 岡山市北区岡南町 2-2-36 TEL.222-0216

㈱光 畑 紙 店
 岡山市北区北長瀬本町 13-3 TEL.255-6788

　明けましておめでとうございます。本年もどうぞよ
ろしくお願い致します。
　新型コロナウイルス感染症が日本全国に広がって４
年が過ぎようとしていますが、コロナ感染者数はまだ
高止まりの状態です。
　コロナ禍の影響で印刷業界は、大変に厳しい状況が
いまだに続いていますが、一方ではペーパレスと言わ

れる中で新しい業態の事業が活発化しています。
　過去、何年も社会の変化に対応しリードしてきた印
刷業界もインターネットの発達によりその位置を奪わ
れようとしています。
　今こそ、自社の経営戦略について真剣に向き合う時
期ではないでしょうか。
組合としては、印刷業界が今後も地元に根を下して頑
張っていけるような支援をしなければならないと考え
ています。今年一年頑張りましょう。� （K）

 編 集 後 記


